
令和６年度　上田市立清明小学校　自己評価サヺテ

成果と課題 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策ヹ向上策

1
学習や生活において、一人ひとりを大事にした支援ヹ指導を進
めることができた。個々の良さを広め、集団の中に位置づけて
いくことに注力していきたい。

15% 85% 0% 0%
引き続き、個々の子どもたちをとらえながら、集団に位置づける。また、良さを広
げ、互いの良さから学び、集団の力の向上につなげるための手立てを考えた
い。

2
子どもの声をもとに学習が展開され、学びが広がった。半面、
学年によって活動の展開が難しい状況も見られる。 27% 55% 0% 18%

子どもたちの声に耳を傾け、それを拾い上げて広げていく。そのために、それぞ
れの学年や担任がどんな活動をしてるかを共有し、子どもたちが主体となって
学習を進める種をまける教職員集団を目指す。

対象 成果と課題 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策ヹ向上策
低学年ヹ中学年においては、生活科や総合的な学習の時間
に、地域等と関わる学習が展開された。高学年は、既に位置
付いている題材や行事等に時間を割く状況があり、独自の「ふ
るさと学習」の展開が難しい現状がある。

31% 38% 15% 8%

5年「米づくり」、6年「児童会を中心とした1年生や全校との取り組み」も、「ひとヹ
ものヹこと」と関わる活動ではあるが、子どもたちの願いに立っているかという点
で厳しく自己評価している部分がある。他の活動を模索しつつ、今ある活動を
子ども主体にするための策を考えることも検討したい。

子どもたちが見つけた課題について話し合う場を設けるなど、
子どもたちが主体となって創り出す場を大事に進めてくること
ができた。 21% 79% 0% 0%

活動の目的や意味、何のために、誰のために、その活動によってどんな変化が
もたらされるのかなど、子たちが考え共有する場を設け、活動そのものの形骸
化を避け、子どもたちが主体的に活動できるよう支えていく。

主体的に活動する姿を認め、活動意欲の向上を図った。活動
の内容が工夫され、子どもたちの思いも高まった。それぞれ
は、活動しているが横のつながりが希薄である。 36% 50% 14% 0%

教師から子ども、子どもから子どもへと、互いの活動を承認し合う場の継続。互
いの活動の情報交換や連携について共有していく場の設定を考え、より能動的
な活動を目指したい。

なかよし旬間や日常の授業、毎日の活動において、人権感覚
を鋭く持ち、互いのことを知ることを大事に指導してきた。小さ
な事象も、気を逃さずに人権感覚を鋭く持ち指導にあたりた
い。

43% 57% 0% 0%

友との学び合いの中で理解を深めている児童も多いが、対話の中に積極的に
入ることができず、学びが深まらないこともあり、相手の思いに立てない姿もみ
られる。様々な人権課題があることを教師が学び、子供たちとの生活の中で起
こる問題に対応できるよう、研修ヹ日常の情報共有を図る。

否定的な言葉を使うのではなく自分の思いを伝えることを大事
に指導してきた。暴言など言葉によるテョピラも減少傾向がみ
られる。また、挨拶ヨリヺを取り入れるなど、子供同士のかか
わりを大事にしてきたが、形骸化してしまう面あり。価値を共有
したい。

36% 43% 21% 0%

上記項目同様、課題となる言動について、教師が気を逃さずに対応できるよう
にする。また、その時の子供の思いは大事に聞き取りながら、課題となる言動
については、毅然とした指導ができる教師であるようにする。多くの職員でタヺ
マとして対応する。挨拶の意味を都度確認し、形骸化を打破する。

ヘ゠やギラヺフでの活動、ICTを利用した考えの共有など、子
供同士が関わる場面を積極的に設定してくることができた。互
いの考えを共有する良さを感じたり、共有することによる思考
や理解の深まりについては、子供たちの姿を見る目を養いた
い。

14% 71% 14% 0%

子どもたちの思いや思考、その背景にあるものを見る目を教師が養っていく。
授業を公開し、参観した職員による子どもの姿の具体を授業者と共有する。授
業者一人では見切れない子どもたちの様子を共有し、そこにある子どもたちの
動きから、授業づくりを進めたい。授業公開することの良さを体感できるようにし
たい。

前期に比べ、授業に向かう姿勢の向上がみられた。学級学年
の様子に応じた座席の並べ方を工夫し、集中して取り組める
空間づくりをした。相手の話の聞き方（思いをとらえて、自分と
比べたりしながら聞く）についての指導を工夫したい。

0% 50% 50% 0%

形のみの指導に終わらず、子供たちが互いの思いを聞き取り、自分の考えと絡
めあいながら、自身の学習の深まりを感じられるような場にしていきたい。相手
の話を聞きたい、知りたいという願いが生れるような授業づくりを、全職員で考
えていきたい。

子どもの言葉で課題を位置付けていくことの難しさを感じてい
る職員が多い。教師主導ではなく、子供たちから問いがうまれ
るような導入を考えていく必要がある。話し合いの場は、多く取
り入れることができているが、目的を持った話し合いにすること
が大事。

7% 29% 57% 7%

子どもたちが「なんで？」「どうして？」「もっと、知りたい。」「考えたい。」と思うよ
うな、これまでの学習とのジリや新たな発見を意図的に仕組む。子供たちの学
習意欲を高めるための、授業展開について研究を深めたい。そのための研究
体制の検討を行う。

子どもたちの疑問や願いから、学習が立ち上がり、意欲的に
学ぶ姿を引き出せた。反面、学年の行事等に時間を割くことに
より、子どもたちの願いに立った学習が展開できなかった学年
もあり、評価が二極化した。

55% 9% 0% 36%

子どもたちの思いを拾い上げ、広げる力。教師の経験の差による学習展開へ
のためらいヹ不安感の解消。行事等の精選とかける時間の見通し。各学年の活
動を共有する場、先生方が自身の経験を語る場、子どもたちの願いに沿った活
動を展開するための検討の場を位置付けて、学校全体として取り組みを強化す
る。

３
学
び

児童会活動、係活動、靴揃えな
どへの取り組みと成功体験の

累積

学校教育目標 めざす子どもの姿（中期的目標） 総合評価

「清く明るく
　　豊かな心で
　　　　進んで学ぶ
　　　　　　子どもの育成」

ヹ心も体もたくましい子ども
ヹ自分や友だちを大切に
　　　　　　　　できる子ども
ヹ自ら学ぶ子ども

①自主：豊かなかかわりやさまざまな体験を通して、自分で気づき、よく考えて
　　　　　自らたくましく行動できる子ども
②豊かさ：お互いに認め合う中で自分に自信を持ち、友とのかかわり合いを大切
　　　　　　　にして、共に学習や生活を楽しむことができる子ども
③学び：自ら見つけた課題を、友と考えをつなぎからめ合いながら追究し、学び
　　　　　の楽しさや高まりを実感できる子ども

　重点目標から見つめてみると、「豊かさ」における活動の充実を感じている一方で「学び」における活動に係り、課題を感じていることがうかがえる。
「挨拶をすること」や「履物をそろえること」など、日々の生活の中で「心をかけること」を大切にすると共に、「なかよし宣言」のもと、道徳や特別活動での
授業やなかよし集会での学習を充実させるなど、年度当初より学校で心を一つにして児童支援にあったって来たことによると考えられる。一層の充実
を図りたい。一方「学び」においては「学習課題や学びの共有」を課題に挙げている。目指す子どもの姿③に自ら見つけた課題をとあるが、材や友の考
えと、自分の思いや願いとのジリを感じる子どもの姿から、問うている子どもの姿を見出し、「子どもの問い」として位置付けていく必要がある。また「探
究的な学びの場」「ふるさと学習の推進」に係り、一歩外に出ると探究の材となる「ものひとこと」に溢れている本校の強みを活かし、積極的に外に出る
と共に、題材の立ち上げや探究の在り方について職員間で情報を共有していきたい。

今年度の重点目標
一人ひとりの個性を生かし、多様性を包み込む学級ヹ学校づ
くり　　　　　　　　　　（自主ヹ豊かさ）

「学びの主体者」としての子どもを育てる「ふるさと学習」の充
実　　　　　　　　　　　（学び）

学習習慣の形成
腰骨をたて、目・耳・心を使って話を聞き合う、
学習に向かう姿勢を意識した指導を行った。

評価項目 評価の観点

重
点
目
標

「ふるさと学習」の推進
「ひと・もの・こと」と関わったり、実際に体験
したりする活動を仕組むことができた。

子どもたちが、気づき、考え、自ら行動するよう
な場を仕組むことができた。

２
豊
か
さ

人権同和教育の日常化
互いに認め合い、共に学び合うよさを感じられる
活動を仕組むことができた。

挨拶の充実と
思いやりの心の育成

挨拶や温かい言葉を大事にした生活指導や授業を
行った。

話し合い活動の充実
子どもたちが一人で考えたり、互いの意見を共有
したりする場面を設け、自信を持って表現できる
よう支援した。

後期　まとめ

○評価基準　　Ａヹヹヹ達成できた　Ｂヹヹヹおおむね達成できた　Ｃヹヹヹやや達成できなかった　Ｄヹヹヹ達成できなかった

学習課題や学びの共有
子どもの言葉で課題を位置づけ、話し合う活動や
考えを共有する場を設けて、学習の成果を実感で
きる授業を行った。

探究的な学びの場
「ふるさと学習」(神樹の時間)では、子どもたち
が発見し、実際に体験したり、粘り強く追究した
りして、学びにのめり込むような場を設定した。

様々な活動に、それぞれが取り組めるよう促し、
個々の頑張りを認め励ました。

１
自
主


